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1. 平成29年3月期第3四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四半期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第3四半期 2,533 86.2 △195 ― △194 ― △268 ―
28年3月期第3四半期 1,360 248.7 △405 ― △417 ― △374 ―

（注）包括利益 29年3月期第3四半期 △312百万円 （―％） 28年3月期第3四半期 △411百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第3四半期 △14.74 ―
28年3月期第3四半期 △26.38 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期第3四半期 1,902 1,253 62.5 ―
28年3月期 2,077 1,468 63.8 77.77
（参考）自己資本 29年3月期第3四半期 1,189百万円 28年3月期 1,325百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― ― ― ― ―
29年3月期 ― ― ―
29年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利
益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 3,200 8.5 △350 △133.3 △350 △133.3 △400 △100.0

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 ―社 （社名） 、 除外 3社 （社名）
株式会社ＰＡＴＨマーケット、株式会
社コミュニタス、株式会社ｇｉｆｔ

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期3Q 18,613,200 株 28年3月期 17,045,900 株
② 期末自己株式数 29年3月期3Q ― 株 28年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期3Q 18,196,082 株 28年3月期3Q 14,203,463 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は
終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は経済状況・為替の変動等にかかわるリスクや不確定要因により記載の予測数値と異なる可能性もあります。尚、業績予想の前提となる条
件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善を背景に緩やかな回復基調で推移

いたしましたが、中国及びアジア新興国の景気減速や、英国のＥＵ離脱、円高・株安の進行など、先行きが不透明

な状況が続いております。 

このような事業環境の中、当社グループにおきましては、収益の柱である通信販売事業の更なる強化に主眼をお

いて取り組んでまいりました。 

また、前連結会計年度末をもってメディア事業を廃止したことにより、前年同四半期に比して大きく赤字幅を削

減したものの、コミュニティサービス事業の固定費の計上により営業赤字を計上することとなりました。 

この結果、売上高は2,533,915千円（前年同四半期比1,173,066千円増）となりました。営業損失は195,804千円

（前年同四半期比210,083千円減）となり、経常損失は194,658千円（前年同四半期比222,940千円減）、親会社株

主に帰属する四半期純損失は268,294千円（前年同四半期比106,324千円減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

当第３四半期連結累計期間におきましては、当社が営む「コンサルティング事業」及び「決済代行事業」、パ

ス・トラベル株式会社が営む「旅行事業」、株式会社マードゥレクス及び株式会社ジヴァスタジオが営む「通信販

売事業」に加えて、第２四半期連結累計期間まで株式会社ＰＡＴＨマーケット及び株式会社コミュニタスが営んで

おりました「コミュニティサービス事業」の５つの報告セグメントにより構成されております。

①コンサルティング事業 

当第３四半期連結累計期間におきましては、一時的な案件受注による売上が計上されたものの業務委託料がか

さみ、売上高は22,310千円（前年同四半期比7,241千円増）、営業利益は9,125千円（前年同四半期比433千円

減）となりました。 

②決済代行事業 

当第３四半期連結累計期間におきましては、微増の売上高は9,977千円（前年同四半期比1,005千円増）、営業

利益は3,398千円（前年同四半期比1,182千円増）となりました。

③旅行事業 

当第３四半期連結累計期間におきましては、引き続き主力顧客である大学及び法人等の海外渡航が減少したこ

とにより減収減益となり、売上高は236,564千円（前年同四半期比36,650千円減）、営業損失は3,182千円（前年

同四半期比5,730千円増）となりました。

④通信販売事業 

当第３四半期連結累計期間におきましては、割引施策の見直しの影響が想定よりも大きく、訴求を新聞等の紙

媒体からデジタルへ変更し始めたものの、既存の売上高の減少を補うまでには至らず、売上高は2,259,142千円

（前年同四半期比1,485,605千円増）、営業損失は15,957千円（前年同四半期比38,269千円減）となりました。

なお、前年同四半期は第３四半期分のみの取り込みとなっております。 

⑤コミュニティサービス事業 

当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高は6,556千円、営業損失は56,047千円となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第３四半期連結累計期間末における流動資産は1,210,238千円となり、前連結会計年度末に比べ167,244千円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が71,974千円、受取手形及び売掛金が129,947千円減少したことによる

ものであります。固定資産は692,743千円となり、前連結会計年度末に比べ7,105千円減少いたしました。

この結果、総資産は1,902,981千円となり、前連結会計年度末に比べ174,349千円減少いたしました。

（負債） 

当第３四半期連結累計期間末における流動負債は511,154千円となり、前連結会計年度末に比べ89,585千円減少

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が30,886千円、未払金が29,747千円減少したことによるものであり

ます。固定負債は138,148千円となり、前連結会計年度末に比べ130,210千円増加いたしました。

この結果、負債合計は649,303千円となり、前連結会計年度末に比べ40,625千円減少いたしました。

（純資産） 

当第３四半期連結累計期間末における純資産合計は1,253,678千円となり、前連結会計年度末に比べ214,973千円

減少いたしました。これは主に利益剰余金が268,294千円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は62.5％（前連結会計年度末は63.8％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成28年11月14日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通

期の業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（平成29年２月13日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

第２四半期連結累計期間において、コミュニティサービス事業を営む株式会社ＰＡＴＨマーケット及び株式会

社コミュニタスの全株式を、平成28年９月30日付で株式会社ヒトメディアへ譲渡し、連結の範囲から除外いたし

ました。 

また、当第３四半期連結会計期間において、株式会社ｇｉｆｔを清算したため、連結の範囲から除外しており

ます。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

これによる損益に与える影響は軽微であります。 
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度において営業損失545,637千円、親会社株主に帰属する当期純損失484,692千円を

計上し、当第３四半期連結累計期間におきましても、営業損失195,804千円（前年同四半期比210,083千円減）、親会

社株主に帰属する四半期純損失268,294千円（前年同四半期比106,324千円減）を計上しております。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

今後、当社グループは下記対策を講じ、当該状況の改善及び解消に努めてまいります。 

① 既存事業における安定した収益の確保と収益力の強化

損失拡大の原因となったメディア事業を前連結会計年度末をもって廃止いたしました。また、平成27年８月に株

式会社マードゥレクス及び株式会社ジヴァスタジオの株式を取得し、前連結会計年度に新たに開始した通信販売事

業の業績貢献から早期に連結経常黒字への転換を確実に達成することにより、安定した収益の確保と収益力の強化

を図ってまいります。

② 財務基盤の確立 

当社は、これまでの資金調達を新株予約権の行使に依存してまいりましたが、現時点におきましては継続企業の

前提に関する重要な不確実性が認められるものの、今後も新株予約権の行使促進等を含めた資本政策を継続して実

施しつつ、上記①による早期黒字化を果たして新たな資金調達手段を模索し、成長投資のための財務基盤を確立し

てまいります。

しかし、これらの対応策は実施途上にあり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められま

す。 

なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 363,091 291,117 

受取手形及び売掛金 404,094 274,147 

商品及び製品 414,181 472,861 

原材料及び貯蔵品 51,133 55,657 

前渡金 22,674 15,071 

未収入金 14,479 19,877 

その他 110,968 84,383 

貸倒引当金 △3,140 △2,878 

流動資産合計 1,377,482 1,210,238 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 48,098 52,672 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △27,639 △29,380 

建物及び構築物（純額） 20,459 23,291 

工具、器具及び備品 155,196 207,484 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △94,595 △123,382 

工具、器具及び備品（純額） 60,600 84,101 

その他 1,986 1,207 

有形固定資産合計 83,046 108,601 

無形固定資産    

のれん 456,718 420,662 

ソフトウエア 38,208 28,736 

その他 9,006 9,620 

無形固定資産合計 503,933 459,020 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 112,617 125,122 

その他 18,537 17,685 

貸倒引当金 △18,287 △17,685 

投資その他の資産合計 112,867 125,122 

固定資産合計 699,848 692,743 

資産合計 2,077,330 1,902,981 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 34,101 － 

買掛金 245,507 248,722 

未払金 225,212 195,465 

前受金 9,909 6,233 

未払法人税等 13,298 6,735 

加盟店預り金 9,818 8,739 

賞与引当金 16,145 10,641 

返品調整引当金 9,476 4,897 

その他 37,269 29,720 

流動負債合計 600,739 511,154 

固定負債    

債務保証損失引当金 － 131,060 

退職給付に係る負債 3,819 4,243 

その他 4,119 2,843 

固定負債合計 7,938 138,148 

負債合計 608,678 649,303 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,683,424 1,789,100 

資本剰余金 1,812,843 1,838,931 

利益剰余金 △2,170,690 △2,438,985 

株主資本合計 1,325,577 1,189,046 

新株予約権 14,533 13,201 

非支配株主持分 128,540 51,430 

純資産合計 1,468,651 1,253,678 

負債純資産合計 2,077,330 1,902,981 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 1,360,848 2,533,915 

売上原価 978,774 1,097,802 

売上総利益 382,074 1,436,112 

販売費及び一般管理費 787,961 1,631,916 

営業損失（△） △405,887 △195,804 

営業外収益    

受取利息 2,072 36 

故紙売却収入 1,075 － 

保険返戻金 393 － 

業務受託料 － 2,460 

その他 570 2,031 

営業外収益合計 4,112 4,527 

営業外費用    

支払利息 32 － 

株式交付費 15,209 1,154 

支払手数料 － 1,200 

為替差損 － 597 

その他 581 430 

営業外費用合計 15,823 3,382 

経常損失（△） △417,598 △194,658 

特別利益    

投資有価証券売却益 22,990 － 

子会社株式売却益 － 8,669 

特別利益合計 22,990 8,669 

特別損失    

固定資産除却損 965 19,098 

和解金 3,000 － 

債務保証損失引当金繰入額 － 131,060 

特別損失合計 3,965 150,159 

税金等調整前四半期純損失（△） △398,573 △336,148 

法人税、住民税及び事業税 5,514 2,187 

法人税等調整額 7,485 △26,291 

法人税等合計 12,999 △24,104 

四半期純損失（△） △411,573 △312,043 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △36,954 △43,749 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △374,619 △268,294 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純損失（△） △411,573 △312,043 

四半期包括利益 △411,573 △312,043 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △374,619 △268,294 

非支配株主に係る四半期包括利益 △36,954 △43,749 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、前連結会計年度において営業損失545,637千円、親会社株主に帰属する当期純損失484,692千円

を計上し、当第３四半期連結累計期間におきましても、営業損失195,804千円（前年同四半期比210,083千円減）、

親会社株主に帰属する四半期純損失268,294千円（前年同四半期比106,324千円減）を計上しております。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

今後、当社グループは下記対策を講じ、当該状況の改善及び解消に努めてまいります。 

① 既存事業における安定した収益の確保と収益力の強化

損失拡大の原因となったメディア事業を前連結会計年度末をもって廃止いたしました。また、平成27年８月に

株式会社マードゥレクス及び株式会社ジヴァスタジオの株式を取得し、前連結会計年度に新たに開始した通信販

売事業の業績貢献から早期に連結経常黒字への転換を確実に達成することにより、安定した収益の確保と収益力

の強化を図ってまいります。

② 財務基盤の確立 

当社は、これまでの資金調達を新株予約権の行使に依存してまいりましたが、現時点におきましては継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められるものの、今後も新株予約権の行使促進等を含めた資本政策を継続し

て実施しつつ、上記①による早期黒字化を果たして新たな資金調達手段を模索し、成長投資のための財務基盤を

確立してまいります。

しかし、これらの対応策は実施途上にあり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められま

す。 

なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、当第３四半期連結累計期間においてＯａｋキャピタル株式会社の第６回新株予約権及び第８回新

株予約権の一部の行使により、払込みを受けました。また、第２四半期連結会計期間において連結子会社と

なった株式会社マードゥレクスの株式取得に際し、譲受対価の一部として第三者割当による自己株式の処分

を行いました。

主にこれらの結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が634,592千円、資本準備金が634,592千

円、その他資本剰余金が126,416千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,683,424千

円、資本剰余金が1,812,843千円となっております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動 

当社は、Ｏａｋキャピタル株式会社の第９回新株予約権の一部の行使により、平成28年４月27日付、平成

28年５月31日付及び平成28年７月29日付で払込みを受けました。また、平成28年９月27日付で連結子会社で

ある株式会社マードゥレクスの持分を追加取得いたしました。 

この結果、第２四半期連結累計期間において資本金が105,675千円、資本準備金が105,675千円増加、その他

資本剰余金が79,587千円減少し、第２四半期連結会計期間末において資本金が1,789,100千円、資本剰余金

が1,838,931千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

 
コンサル 
ティング 
事業 

決済代行 
事業 

旅行 
事業 

メディア 
事業 

通信販売 
事業 

コミュニ 
ティサー 
ビス事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 15,068 8,942 272,871 290,394 773,536 35 1,360,848 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ 30 343 － － － 373 

計 15,068 8,972 273,215 290,394 773,536 35 1,361,222 

セグメント利益又は損失

（△） 
9,559 2,215 2,548 △201,679 △54,227 △1,951 △243,534 

 

     

 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

売上高    

外部顧客への売上高 － 1,360,848 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
△373 － 

計 △373 1,360,848 

セグメント利益又は損失

（△） 
△162,352 △405,887 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△162,352千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等

であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

第２四半期連結会計期間に株式会社マードゥレクス及び株式会社ジヴァスタジオの株式を取得し、新た

に連結の範囲に含めたことに伴い、前連結会計年度の末日と比べて当第３四半期連結会計期間末の「通信

販売事業」セグメント資産の金額が1,835,233千円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

第２四半期連結会計期間において、株式会社マードゥレクス及び株式会社ジヴァスタジオの株式を取得

し、新たに連結の範囲に含めたことに伴い、当第３四半期連結累計期間において「通信販売事業」セグメ

ントののれんの金額が468,737千円増加しております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

 
コンサル 

ティング事業 
決済代行事業 旅行事業 通信販売事業 

コミュニティ
サービス事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 22,310 9,932 235,973 2,259,142 6,556 2,533,915 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ 45 591 － － 636 

計 22,310 9,977 236,564 2,259,142 6,556 2,534,551 

セグメント利益又は損失

（△） 
9,125 3,398 △3,182 △15,957 △56,047 △62,663 

 

     

 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

売上高    

外部顧客への売上高 － 2,533,915 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
△636 － 

計   2,533,915 

セグメント利益又は損失

（△） 
△133,140 △195,804 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△133,140千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等

であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

当第２四半期連結会計期間において、「コミュニティサービス事業」を展開する株式会社ＰＡＴＨマー

ケット及び株式会社コミュニタスの全株式を売却し、連結の範囲から除外したことにより、前連結会計年

度の末日に比べ、「コミュニティサービス事業」のセグメント資産が62,989千円減少しております。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

（報告セグメントの変更） 

当社グループは、前第３四半期連結累計期間における「メディア事業」につきまして、前連結会計年度

末に株式会社ｇｉｆｔの出版事業を廃止し、さらに株式会社ｇｉｆｔから株式会社コミュニタスへ事業の

譲渡を行ったことに伴い、当第１四半期連結会計期間より当セグメントを廃止いたしました。 

また、従来「その他」に含まれていた「コミュニティサービス事業」については、事業への取組を本格

化し当社の提供する重要なサービスとして位置づけたことに伴い、当第１四半期連結会計期間より報告セ

グメントとして記載する方法に変更しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、報告セグメント変更後の区分に基づき

作成したものを開示しております。 
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